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第21回 四万十市成人式
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1
月
3
日
、四
万
十
市
成
人
式
が
西
土

佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
と
し
ま
ん
と
ぴ
あ
で

行
わ
れ
、西
土
佐
地
域
13
名
、中
村
地
域

2
2
1
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
西
土
佐
会
場
で
は
、成
人
代
表
の
坂
本

楓
太（
さ
か
も
と

ふ
う
た
）さ
ん
が「
こ
れ

ま
で
、育
て
、励
ま
し
、ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
家
族
や
先
生
方
、地
域
の
皆
さ
ま

に
、本
日
、私
た
ち
が
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
た
こ
と
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、感

謝
の
気
持
ち
を
新
成
人
一
同
あ
ら
た
め
て

強
く
持
っ
て
お
り
ま
す
。」と
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。式
典
後
に
は
西

土
佐
連
合
青
年
団
に
よ
る
抽
選
大
会
が
行

わ
れ
、に
ぎ
や
か
な
門
出
の
お
祝
い
と
な

り
ま
し
た
。

　
中
村
会
場
で
は
、成
人
代
表
の
加
用

獅

門（
か
よ
う

し
も
ん
）さ
ん
か
ら「
こ
れ
か

ら
先
、思
う
よ
う
に
い
か
ず
、転
ぶ
事
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
何
度
転
ん
で

も
立
ち
上
が
り
自
分
の
足
で
前
へ
進
ん
で

い
き
ま
す
。」と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、新
成
人
実
行
委
員
の
尽
力
に
よ

り
、今
年
も
H
I
P
P
Y
さ
ん
が
サ
プ
ラ

イ
ズ
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、「
君
に
捧
げ
る
応

援
歌
」を
は
じ
め
数
曲
歌
っ
て
い
た
だ
き
、

お
祝
い
や
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

く
な
ど
会
場
は
明
る
い
声
で
包
ま
れ
ま
し

た
。
　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
、今

後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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四万十市の出来事を写真でお届けします! ーSHIMANTO CITY PHOTOSー

中村西中学校　全国中学校駅伝大会出場！
12月14日、滋賀県で開催された第33回全国中学校駅伝大会に高知県を代表して中村西中学校駅伝

部男子チームが出場しました。

　大会前の12月10日には、山下市長を表敬訪問し、篠田想太主将から「地域の代表として、感謝の気持

ちをもって精いっぱい走ってきます。」と意気込みを語ってくれました。

　大会結果は全国48チーム中22位と大健闘され、中村西中学校の創立以来初の出場かつ記憶に残る

大会となりました。

　出場された生徒の健闘をたたえるとともに、これからの活躍を期待しています。

建設中の利岡橋をキャンバスに！
12月18日、利岡小学校の児童を対象に利岡橋に絵を描くイベントを開催しました。

　このイベントは利岡橋の架替にあわせて行ったもので、地元の小学生に建設工事を知ってもらい、

親しんでもらうことを目的に行ったものです。参加した子どもたちは、学校で道路や橋の役割を学ん

だ後、工事現場に移動し、建設中の利岡橋をキャンバスにして元気いっぱいに筆を走らせ、いつまでも

自然豊かなふるさとであってほしい、そんな真っすぐな思いが、橋の上に鮮やかに彩られました。

　子どもたちが描いた絵やイベント当日の様子はInstagramやFacebookでも紹介していますので、ぜ

ひご覧ください。

子育て応援
Instagram

子育て応援
Facebook

四

4

令
和
8
年
2
月
号

令
和
8
年
2
月
号



避難所運営ゲーム実施
　12月20日、西土佐中学校の防災教育参観日において避難所

運営ゲームを実施しました。

　避難所運営ゲームは、避難所運営について考えるために静

岡県庁が開発したゲームで、避難者に見立てたカードを避難

所の図面の上に配置することで、避難所運営を疑似体験でき

るものです。

　生徒たちはさまざまな事情を抱えた避難者の対応に悩む場

面もありましたが、協力しながらゲームを進めてくれました。

イベント終了後、次に何が起こるか想定しながらゲームを進

めるのが難しかった、避難所を利用することになったら、い

ろいろな事が発生する可能性があることが分かったなどの感

想があり、今回のイベントが発災時のことを考えるきっかけ

になったのではないかと思います。

小型重機講習会開催
　12月6日と7日の2日間、南海トラフ地震などの大規模災害に備

え、小型車両系建設機械運転特別教育講習会を開催しました。

　この講習は、発災時の堆積土砂や倒壊した家屋のがれき撤去な

ど、地域住民が自ら行う「共助」の強化を目的として、自主防災組織

や防災士、消防団員等を対象に実施しており、参加者は2日間で運

転・操作に必要な知識等の学科講習と実技講習を行いました。

　また、11月7日には民間事業者の協力のもと、西土佐江川﨑でこ

れまで講習に参加したことがある方を対象に、操作方法を復習す

るための練習会も開催し、参加者からはバケットで掘削する感覚

福祉避難所運営訓練実施
　11月15日、特別養護老人ホーム光優で福祉避難所運営訓練を行いました。

　福祉避難所とは、一般の避難所では避難生活に支障をきたす高齢者や障害者等、何らかの特別な配慮を

要する方を対象として、市の要請により開設される二次的な避難所です。当日は施設と市の職員が参加

し、情報伝達や福祉避難所の開設、避難者の受け入れを行い、課題を確認しました。

　今後、運営訓練で挙がった課題の見直しを行い、大規模災害に備えた福祉避難所の整備を進めていきま

す。

福祉避難所
について

11月7日協力事業者（五十音順）
（有）黒尊建設、（有）小出建設、（有）竹村綜合建設、（株）西土佐建設、（株）安岡建設

を思い出すことができたとの感想をいただきました。

　今後も、民間事業者等の協力を得ながら自助・共助の推進に努めていきます。
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　10月28日、（独）都市再生機構西日本支社と「四万十市に
おける津波防災まちづくりの推進に向けた協定」を締結し
ました。
　この協定は、南海トラフ巨大地震等に備え、東日本大震
災をはじめ多くの復旧・復興支援事業の取り組みを行って
いる同機構のノウハウを提供いただき、本市の津波防災ま
ちづくりを推進していくものです。現在着手している事前
復興まちづくり計画など、専門的知見に基づくアドバイス

津波防災まちづくりの推進に向けた協定を締結しました

などを通じ、災害に強いまちづくりへの取り組み強化・充実が期待されます。
　市では、今後も関係機関や企業のみなさんと連携しながら取り組みを進めていきます。

　12月5日、多目的トイレカー（マルモビ）を配備し、（株）トイファクトリーと「マルモビパートナー
シップ協定」を締結しました。
　この多目的トイレカーは、高知県内では初めて導入するもので、平時には一般車両として使用し、大
規模災害発生時等の有事にはトイレ機能を備えるなど、さまざまなシーンでの活躍が期待できます。ま
た、今回の配備にあわせて締結した協定は、避難所の設置・運営等、災害対応を迅速かつ円滑に行うこと
ができるよう、マルモビを所持している自治体・企業等と相互貸与協力を図るものとなっています。

多目的トイレカーを配備し、パートナーシップ協定を締結しました

　12月15日、熊本県の崇城大学（学校法人君が淵学園）と地
域DX・地域イノベーション推進に関する連携協定を締結
しました。
　この協定は、現在のデジタル社会におけるさまざまな
サービスの根底理論となるP2P理論の提唱者であり、地域
イノベーションの研究第一人者でもある崇城大学IoT・AI
センター長の星合 隆成教授のさまざまな知見やノウハウ
をもとに、四万十市の地域活性化を促進することを目的と

地域DX・地域イノベーション推進に関する連携協定を締結しました
～自治体連携による地域共創社会の実現に向けた事業がスタート！～

しています。
　その一環として、12月25日、崇城大学と協定を締結した阿蘇市・八代市・四万十市が中核となり、全国
の自治体同士が星合教授の提唱する「ゆるやかな横のつながり理論」をもとにつながり、自治体単独で
は解決し難い課題や取り組み情報を共有することで、人口減少の渦中における地方創生の実現を推進
する「自治体連携プラットフォーム協議会」を発足し、山下市長が会長に就任しました。
　今後はこの取り組みにより、全国の地域と協働し、地域共創社会の実現を目指していきます。

防災行政無線が聞こえなかったときは☎34-7800（自動音声にて確認できます。）
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　八束線の運行について、路線型からエリア型へ以下のとおり変更します。

　より利用しやすくなったデマンド交通を、ぜひご利用ください。

※4月1日から9月30日まで試験運行

令和8年4月1日から八束エリアのバス運行が利用しやすくなります

システム機器のメンテナンス作業のため、以下の期間コンビニエンスストア等での四万十市の住民票、

印鑑登録証明書を交付することができません。ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

■期間　2月6日（金）23時～9日（月）正午

■対象手続　コンビニエンスストア等での住民票・印鑑登録証明書の交付

問い合わせ先 市市民・人権課　市民係　☎（34）1113

問い合わせ先 市企画広報課　企画調整係 ☎（34）1129　 FAX（35）0007

変更前 変更後

料
金

運
行
ダ
イ
ヤ

乗
　
降
　
可
　
能
　
場
　
所

100円～700円

※乗車場所により変動

■運行日　月・木　※祝日・年始は運休

■予約受付時間

　月～土8時30分～18時　※運休日を除く。

■運行ダイヤ

基本料金200円

2エリア（中村エリア）の運行300円

（基本料金+100円）

※小人（小学生以下）および障がい者は半額

※1歳未満の乳児および未就学児童（保護者

　1名につき1名）は無料

■運行日　月～土　※祝日は運休

■予約受付時間

　月～土7時～16時　※運休日を除く。

■運行ダイヤ

中村行

八束行

8：06

7：15

12：28

11：37

16：36

15：45

中村行

八束行

8：00

8：30

11：30

12：00

16：00

16：30

停留所および運行路線上のみ乗降可能
八束エリア内の希望の場所で乗降可能

※中村エリアでの乗降可能場所は従来通り

八束エリア内
全域乗降可能

国道321号

運行路線
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ルールを守れていない普通ごみが出ていることがあります。

　ルール違反の多い事例を紹介しますので、普通ごみの出し方について今一度ご確認をお願いします。

問い合わせ先 市環境生活課　四万十川・環境係　☎（34)6126

お住まいの地区以外へ普通ごみを持ち込んで捨てることは違反です。

お住まいの地区の決められた場所に8時までに出しましょう。

普通ごみ袋に入ったとしても広げた時に50㎝を超えるごみは回収できま

せん。布団や毛布、カーテンなどは粗大ごみで出してください。

普通ごみとして出した場合、収集時等の爆発や火災の原因となります。

小型家電回収ボックス横に設置しているカゴに入れてください。

他地区への持ち込み

50㎝以上のごみ

リチウムイオン電池

空き家相談会を開催します

　移住者に提供する空き家の確保を目的に空き家相談会を開催します。
　市内に空き家をお持ちで今後の活用に困っている方はぜひご相談ください。

■日時　2月12日（木）9時～11時　※予約不要
■場所　四万十市役所本庁　1階ロビー

問い合わせ先

　特定非営利活動法人　四万十市への移住を支援する会　☎（35）2357

　市企画広報課　シティプロモーション推進係　　　　　☎（34）8866

この
のぼり旗が
目印です！

　市では、四万十川が国の重要文化的景観に選定されたことをきっかけに、平成20年に「四万十川景観

計画」を策定し、風景の保全と一定の開発における景観配慮の両立を目指しています。

　当計画では、四万十川本川と所要支川沿いの景観計画区域内で一定の建築や開発等を行う際、市へ

届出が必要な行為の種類や基準を定めていますが、今回、その一部を変更することにより、今まで届出

の必要がなかった行為等について新たに届出が必要となる場合があります。

　届出は着手の30日前までに必要となりますので、改定内容をご確認のうえ、届出をお願いします。

～事業者の方へ～
令和8年4月1日より改定後の四万十川景観計画の運用を開始します

主な改定内容

(1)届出対象行為の範囲の見直し・景観形成基準の見直し

(2)景観計画区域の見直し　

(3)重要文化的景観について追記

(4)景観重要公共施設の整備に関する章を追加

問い合わせ先 市環境生活課　四万十川・環境係　☎（34）6126 FAX （34）7466

市公式
ホームページ
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　この事業は（一財）自治総合センターが、地域文化の振興、コミュニ

ティ活動の支援などをはじめ、地域振興のための事業を通じて、宝く

じの社会貢献のために行っているものです。

　（一財）自治総合センターのコミュニティ助成事業（地域防災組織育成

区分力）を活用し、将来の地域防災を担う少年消防クラブの消防防災実

践活動に必要な資機材を購入しました。

　今後はこれらの資機材を活用し、地域の安全・安心につながる活動に

役立てていく予定です。

ジェネリック医薬品とは
新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される「後発医薬品」のことで、新薬と同等の有効成分、効能・

効果を持っています。平均的に新薬より低価格であり、切り替えることで薬代の負担が軽減されることが
あります。（治療内容により新薬での治療が必要な場合や、ジェネリック医薬品がない場合もあります。）

ジェネリック医薬品促進通知書の送付
　国民健康保険の全被保険者のうち、ジェネリック医薬品に
切り替えた場合に薬代の自己負担額の軽減が見込まれる方
に対して、その差額を通知しています。

ジェネリック医薬品をご存じですか？

ジェネリック医薬品を希望する場合は
　主治医や薬剤師にご相談ください。「ジェネリック医薬品希望カー
ド」を利用すると便利です。医療費削減のため、ジェネリック医薬品
の利用と普及にご協力をお願いします。

問い合わせ先 本庁 市民・人権課　国保係　☎（34）1114 FAX（34）0567
　　　　　　 支所 西土佐住民分室　　　  ☎（52）1112 FAX（52）2124

　12月10日、佐田智昭さまから市民病院にさつまいも約20kgを寄贈していただきました。

　いただいたさつまいもは、病院給食で使用し、患者さまより大変おいしいと好評をいただきました。

今後も市民病院では栄養管理に留意し、皆さまにおいしいと思っていただける食事提供を心掛けてい

きます。
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　皆さん、初めまして。地域おこし協力隊に着任しまし

た、水上さよ子です！クジラが訪れる海、四万十の山と

川、そして西土佐地域の皆さんのエネルギッシュさにひ

かれて西土佐地域にやって来ました。

　東京生まれ、東京育ち。東京と言っても多摩地区で割

とのんびりとした環境で育ちました。幼少のころ父の実

家、長野で遊んだ経験から、自然が好きで、趣味で公園巡

りなどをしていました。前職では東京の公園でボラン

ティアさんと一緒にイベントを企画したり、自然に関す

るイベントの企画、運営などをしていました。

　地域おこし協力隊では、西土佐地域産業振興推進協議

会のメンバーの皆さまをはじめ、地域の皆さんと、山間

部ならではの商品や産業の魅力を多くの人に知ってい

ただく活動を進めます。

　個人的には、カヌーなどのアクティビティに挑戦して

いきたいと思っています。街で見かけた際は、どうぞお

気軽にお声かけください！よろしくお願いします。

西土佐総合支所産業建設課に地域おこし協力隊が着任しました

みずかみ　　　 こ

　みなさんこんにちは！昨年7月から活動をしている

甫喜本司です。地域の方に声をかけていただいたことを

きっかけに、大宮地域で集落支援員を担うことになりま

した。

　主な仕事は大宮産業のガソリンスタンド業務やお米

の配達、大宮地域で採れたお米を精米する大宮ライスセ

ンターでの作業のほか、集落活動センターみやの里の活

動支援です。

　元々、関西で暮らしており、大宮地域に移住して丸4

年が経ちますが、自然環境の素晴らしさや地域の方々の

温かさに触れ、この場所が自分にとって最も落ち着く場

所だと実感しています。

　四万十川の支流目黒川水系のきれいな水で育ったお

いしい大宮米の米作りを守り、元気と体力、前向きさを

活かしながら、今後は若い世代の方が大宮地域に関わる

きっかけづくりにも挑戦していきたいと考えています。

どこかで見かけたら気軽に声をかけて下さい。

西土佐総合支所地域企画課に集落支援員が着任しました

ほきもとつかさ
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　軽自動車税(種別割）は、4月1日現在の所有者にその年度分の税金を全額納めていただきます。すでに

車両を処分していても、廃車等の手続きをしないと軽自動車税（種別割）が課税されます。

所有状況に変更があった場合は、速やかに手続きをお願いします。

■手続きの対象となる事例

　●市外からの転入、市外への転出　●車両を譲り渡した、譲り受けた

　●車両を解体処分した　●故障等で車両を使用しないまま放置している

　●車両の盗難被害に遭った ●車両やナンバープレートの紛失　●所有者の死亡　など

軽自動車税（種別割）は毎年4月1日現在の所有者に課税されます
～軽自動車・原動機付自転車等の廃車や名義変更の手続きは3月末までに！～

問い合わせ・届出先

本庁税務課　市民税係　☎（34）1112　FAX （34）8180

支所西土佐住民分室　　☎（52）1112 FAX （52）2124

　以下の車両も軽自動車税の課税対象です。新規に取得した方や、未登録の車両を所有している方は

登録手続きをお願いします。

　●農耕作業用自動車

　　トラクター、コンバイン、田植機、農業用薬剤散布車等で、乗用装置を有する時速35㎞未満のもの

　　※歩行型田植機等の乗用装置のないものは対象外

　●事業所構内や田畑でのみ使用している車両

　　※公道を走行しない場合も課税対象

車両の登録漏れにご注意ください！

登録

廃車

名義変更

ナンバー変更

車体変更

廃車

名義変更

住所変更

届出に必要なもの届出先車種

･車名　･車台番号　･排気量

 （車体規格、最高速度のわかるもの）

･ナンバープレート

･ナンバー等の登録内容が分かるもの

 (標識交付証明書、自賠責保険証 等)

･ナンバープレート

･車名　･車台番号　･排気量

 （車体規格、最高速度のわかるもの）

･ナンバープレート

･検査証(届出済証)　 ･自賠責保険証

･新所有者の住民票1部（3か月以内)

･検査証(届出済証) 　･自賠責保険証

･住民票1部（3か月以内)

･検査証(届出済証)　 ･自賠責保険証

特定小型原動機付自転車

原動機付自転車

（125cc以下、ミニカー）

小型特殊自動車

（農耕作業用自動車、

フォークリフト等）

軽自動車

(三輪・四輪)

軽二輪

(125cc超250cc以下)

二輪小型自動車

(250cc超)

本庁税務課　市民税係

☎（34）1112
支所西土佐住民分室

☎（52）1112

軽自動車検査協会

高知事務所

☎050（3816）3125

高知運輸支局

☎050（5540）2077
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税の申告は、市・県民税だけでなく国民健康保険税や介護保険料等の

算定基礎となります。所得がない方も申告がないと、国民健康保険税の

軽減措置を受けられない場合があり、各種申請等に必要な所得（課税）

証明の交付もできません。市・県民税の申告が必要な方は、期限までに

適正な申告をお願いします。

電子・郵送での申告にご協力ください
　令和8年度申告（令和7年分の収入の申告）より、スマート

フォンやパソコンから、市・県民税の電子申告が可能とな

りました。会場の混雑緩和をはかるため、可能な限り電
子・郵送での申告をお願いします。
郵送先　〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地

　　　　四万十市税務課市民税係

市
・
県
民
税

（
国
民
健
康
保
険
税
）

申
告
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

令和8年度
(令和7年分)

問い合わせ・提出先 本庁税務課　市民税係　☎（34）1112　　支所西土佐住民分室  ☎（52）1112

・前年中に収入がなかった
・非課税所得（遺族年金・障害者
年金等）のみ 市・県民税の申告が必要です

給与、公的年金以外の収入があった場合は
市・県民税の申告をしてください

収入の種類が
給与または公的年金のみ

市内の家族の被扶
養者（税の扶養）に
なっている

市・県民税の申告は不要です
※支払先から本市への報告がない場
　合は申告が必要
※勤め先での年末調整が済んでいな
　い方や新たに所得控除・税額控除を
　受ける場合は申告が必要

市・県民税の申告は不要です

市・県民税の申告は不要です

スタート

税務署で確定申告が必要
（還付申告を含む）

申
告
期
間

2
月
16
日（
月
）〜
3
月
16
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

市・県民税申告対象

　令和8年1月1日現在、市内に住所を有する方で、令和7年1月1日～12月
31日の期間の申告内容が対象

市・県民税の申告に必要なもの

■収入や経費のわかるもの
　源泉徴収票、収支内訳書等
■所得税の還付を受ける方は口座番号のわかるもの
■身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証等）
■控除額のわかるもの
　①医療費明細書
　②国民健康保険税、国民年金、介護保険料等の支払明細書
　③生命・地震保険料の掛金の控除証明書
　④身体障害者手帳、療育手帳等

あなたは申告必要？フローチャートで診断！※一般的な事例

税務署で確定申告が必要な方　※主な例

・公的年金等の収入金額が400万円以上の方
・1か所から給与を受けている方または、公的年金等の収入が
400万円以下で、その他の所得が20万円を超える方
・複数の所得があり、所得税を納税する必要がある方
・給与所得者で年末調整を受けていない方

・青色申告者
・住宅ローン控除を受ける方
・譲渡所得、株式譲渡がある方

確定申告については、
中村税務署☎（35）2135に
お問い合わせください。

※医療費明細書や収支内訳書等、申告の資
　料となるものは、事前に作成してくださ
　い。
※事業所得がある方は帳簿の作成が義務
　付けられています。ご注意ください。
※市・県民税で年少扶養の適用を受ける場
　合、確定申告書第二表に必ず氏名等を記
　載してください。（年末調整済の方も含
　む。）

申告書の手引に
ついてはこちら

電子申告につ
いてはこちら
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開設期間 2月16日（月）～3月16日（月）　※土・日・祝日を除く。

　※入場には整理券が必要です。

　※贈与税や土地の譲渡所得について申告相談を希望する方は、3月2日（月）以降に

　　お越しください。

会　場　中村税務署　　受付時間　8時30分～16時（相談は9時から）

整理券　国税庁LINE公式アカウントでの事前発行または会場で当日配布　※電話予約不可

必要書類　申告書作成に必要な書類（源泉徴収票等）のほか以下のものをご持参ください。

　　　　・マイナンバーカード（①②のパスワードを含む。）

　　　　　①利用者証明用電子証明書のパスワード（数字4桁）

　　　　　②署名用電子証明書のパスワード（英数字6～16文字）

　　　　　※電子証明書の有効期限をご確認ください。また、パスワードを忘れた場合やロックされた場合

　　　　　　は、「公的個人認証サービスのポータルサイト」をご確認ください。

　　　　・マイナンバーカード読取対応のスマートフォン

事前準備　確定申告にはマイナポータル連携が大変便利です。マイナポータル連携を利用するためには、手続

　　　　きに時間がかかる場合がありますので、来場前に事前準備をお願いします。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から、スマートフォンやパソコンで所得税の

申告書等を作成し、マイナンバーカードを使用してオンライン提出できます。

AI（人工知能）を活用した税務相談チャットボット「ふたば」では、スマートフォン等から24時間所

得税等の確定申告に関するご相談を受け付けていますので、ぜひご利用ください。

※「ふたば」はメンテナンスにより使用できない場合があります。　

問い合わせ先　中村税務署　☎（35）2135

国税庁LINE公式
アカウント

パスワードを忘れた
場合やロックされた
場合はこちら

マイナポータル
連携の詳細につ
いてはこちら

確定申告書等
作成コーナー
はこちら！

動画で説明！
YouTube
「国税庁動画チャンネル」

チャットボット
「ふたば」
へのご相談はこちら！

寒波による水道管の凍結・破裂にご注意を！

　寒波の影響で気温が下がると、水道管が凍結して水が出なくなったり、破裂したりする
ことがあります。気象情報に注意し、水道管の点検をお願いします。
　なお、万一に備えて、自宅等に設置してあるメーターや止水栓の位置を確認しましょう。

■特に凍りやすい箇所

　・屋外でむき出しになっているところ
 　（給湯器、温水器）
　・風あたりの強いところ
　・北向きで日当たりの悪いところ　など

■凍結を防ぐためには

　・水道管に市販の保温チューブや布切れを
 　巻きつける。
　・蛇口から糸状に水を出しておく。

■凍結、破裂が起きた時には

　・凍結した場合は『水道管』にタオルなどを巻き、ぬる  

　 ま湯をかける。（熱湯は不可）

　・破裂した場合は『止水栓』を閉め、市指定水道業者に

　 連絡し修理する。（自宅等敷地内は自己負担）

※道路や公園などで漏水を発見した場合は
　下記までご連絡ください。

問い合わせ先 本庁 上下水道課　総務係　　　☎(34)1711　FAX （34）0381

　　　　　　　支所 産業建設課　管理土木係　☎(52)1114 FAX （52）2124
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住民票の異動届（転出届、転入届、転居届等）の手続き方法
　①他の市区町村に転出・転入する場合

　　引っ越し前の市区町村　転出前に転出届を提出し「転出証明書」を受け取る

　　　　　　

　　引っ越し先の市区町村　転入日から14日以内に「転出証明書」を添えて転入届を提出

　②四万十市内で転居する場合　市役所窓口で転居日以降の14日以内に転居届を提出

　住所の異動届(転出届・転入届・転居届等)は、国民健康保険および国民年金の資格の確認や、選挙人名

簿への登録などにつながる大切な手続きです｡

※正当な理由なく住民票の異動の届出をしない場合、5万円以下の過料に処されることがあります。

　マイナンバーカードの利便性が拡大しており、さまざまな行政サービスに利用できます。

≪マイナポータルからオンラインで転出届を提出できます≫
　このサービスは、引っ越しをするご本人がマイナンバーカードをお持ちで、国内での

引っ越しの場合に利用でき、転出にあたっての市役所窓口への来庁が原則不要となりま

す。

※転入手続きについてはオンライン化されていないため、マイナポータルを通じて転出の

　届出をした後は、転入先の市区町村窓口で転入届等の手続きが必要です。

有効期限にご注意ください！
　マイナンバーカードとマイナンバーカードに搭載されている電子証明書

には有効期限があります。有効期限が切れた場合は、行政サービスを利用す

ることができませんのでご注意ください。

　更新手続きの方法については、デジタル庁のYouTubeをご確認ください。

このページの問い合わせ先 本庁 市民・人権課　市民係　☎（34）1113　FAX （34）3302

支所 西土佐住民分室　　　  ☎（52）1112　FAX （52）2124

利用例
■身分証明書としての利用　マイナンバー（個人番号）の確認と身元確認が1枚で可能です。

■健康保険証としての利用　医療機関や薬局で、健康保険証として使うことができます。

■コンビニ交付サービス　マルチコピー機のあるコンビニエンスストアで住民票の写しや

　　　　　　　　　　　　 印鑑登録証明書などが取得できます。

■マイナポータル　子育てや介護などの行政手続きがオンラインでできるほか、行政機関

　　　　　　　　　 からのお知らせも確認することができます。

デジタル庁
YouTube
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　田舎暮らし体験とは、受入家庭の家に泊まり、寝食を共にして、地域ならではの生活や自然を体験
するものです。四万十市体験型観光受入研究会では、交流人口の拡大や地場産業の振興、地域の活力
増進を目的として、修学旅行生を対象とした田舎暮らし体験(民泊)の受け入れを行っており、ご対応
いただけるご家庭を募集しています。
　都会や海外の学生を受け入れ、生活を共にすることは、皆さまにとっても貴重な体験になります。
興味を持たれた方はお問い合わせください。

問い合わせ先　四万十市体験型観光受入研究会（事務局市観光商工課）　☎（34）1783

田舎暮らし体験の受け入れを行いました

　5月21日～22日の期間で、大阪市内の中学校から134名を、5月28日～30日の期間で
枚方市内の中学校から24名の受け入れを行いました。
　沈下橋をはじめとした四万十川散策のほか、受入家庭での農業体験など、普段の学校
生活では体験することのできない四万十の自然を楽しみ、すてきな思い出になったよ
うでした。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
！

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
4
か
月
間（
多
胎
妊
娠
の
場

合
は
3
か
月
前
か
ら
6
か
月
間
）の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者
　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

■
届
出
時
期

出
産
予
定
日
の
6
か
月
前
か
ら
届
出
可
能

■
届
出
先

本庁
市
民
・
人
権
課
　
市
民
係

支所
西
土
佐
住
民
分
室

便
利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
！

　
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る
と
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
申
込
方
法

基
礎
年
金
番
号
通
知
書（
年
金
手
帳
）ま

た
は
納
付
書
、
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を

持
っ
て
、金
融
機
関
や
郵
便
局
、幡
多
年
金

事
務
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
2
年
前
納
、1
年
前
納
お
よ
び
6
か
月
前

　
納（
4
月
〜
9
月
分
）は
、4
月
末
日
の
引

　
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
か
ら
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ

　
る
ま
で
2
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

国
民
年
金
前
納
割
引
制
度（
口
座
振
替
前
納
）

■
口
座
振
替
の
振
替
方
法（
5
種
類
）

　
①
2
年
前
納（
4
月
〜
翌
々
年
3
月
分
）

　
②
1
年
前
納（
4
月
〜
翌
年
3
月
分
）

　
③
6
か
月
前
納（
4
月
〜
翌
年
3
月
分
）

　
④
当
月
末
振
替（
早
割
）　

　
⑤
翌
月
末
振
替（
割
引
な
し
）

　
そ
の
他
、現
金（
納
付
書
）・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
前
納
が
あ
り
ま
す
。

◎
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
s:/
/
w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/

年
金
相
談（
要
事
前
予
約
）

■
日
時

2
月
19
日（
木
）10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

■
場
所
　
西
土
佐
総
合
支
所

■
持
参
物

　
本
人
・
代
理
人
の
身
分
証
明
書（
運
転
免

　
許
証
等
）、基
礎
年
金
番
号
通
知
書（
年
金

　
手
帳
）・
年
金
証
書
等

※
代
理
人
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番
号
、相

　
談
内
容
・
交
付
物
の
記
載
）が
必
要
で
す
。

※
年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望

　
す
る
場
合
は
、公
的
機
関
の
発
行
し
た
有

　
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書（
運

　
転
免
許
証
等
）が
必
要
で
す
。

■
予
約
先
　
幡
多
年
金
事
務
所

※
予
約
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り

問
い
合
わ
せ
先

　
幡
多
年
金
事
務
所

　
☎（
3
4
）1
6
1
6
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　人材派遣組合「しまんと川来たや協同組合」が西土佐地域に

誕生し、特定地域づくり事業協同組合として高知県から認定

を受けました。

　特定地域づくり事業協同組合とは、地域の働き手・担い手不

足を解消するため、複数の事業者の事業に従事するマルチ

ワーカーの派遣事業を行う団体であり、幡多地域および四万

十川流域では初めての取り組みとなります。

　「しまんと川来たや協同組合」は、地方でいろいろな仕事を

しながら暮らしてみたいという移住希望者だけでなく、住み

慣れた土地で働くことを希望する市民の方などを雇用し、働き手・担い手不足に悩んでいる事業者へ

派遣することで、双方のニーズをかなえるために活動していきます。

　西土佐地域でゆったりと自然を感じながら、さまざまな業種で働いてみたい方や事業の人手不足

で悩んでいる事業者の方などは、ぜひ一度ご相談ください。

問い合わせ先　しまんと川来たや協同組合事務局

　　　　　　　☎（49）0228　　40010kitaya@gmail.com

市民のひろば

幸徳秋水を顕彰する会

　1971（明治4）年に中村で生まれ、万人の自由・平等・博愛

を唱え、時代の先覚者となった幸徳秋水の顕彰は、戦後い

ち早くから、戦争のない平和な社会、基本的人権が保障さ

れる社会をめざして官民一体でおこなわれてきました。

2000年、中村市議会は「幸徳秋水を顕彰する決議」を全会

一致で採択し、本会も市民組織としてつくられました。

　毎年1月24日の墓前祭を恒例行事とし、毎月の秋水研究

会では秋水関連だけでなく、広く平和や人権、さらに地元

の歴史文化等についても幅広いテーマで勉強会を開いて

います。さらに、年2回秋水通信（機関誌）を発行、ホーム

ページも開設しており、現在の会員数は465人となってい

ます。ぜひ、幸徳秋水を顕彰する会にご参加ください。

幸徳秋水を顕彰する会　田中（090-6827-9129）
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12
月
15
日
　
西
土
佐
地
区
区
長
会

　
　
16
日
　
新
規
参
入
営
農
法
人
視
察（
香
美
市
ほ
か
）

　
　
20
日
　
第
57
回
読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
21
日
　
具
同
保
育
所
　
落
成
記
念
式
典

　
　
22
日
　
西
土
佐
区
長
会
理
事
会

　
　
23
日
　
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
視
察

（
愛
南
町
）

　
　
24
日
　
自
治
体
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事

業
記
者
発
表（
熊
本
県
）

　
　
25
日
　
幡
多
中
央
消
防
組
合
・
幡
多
中
央
環
境
施

設
組
合
　
議
会
定
例
会

　
　
26
日
　
仕
事
納
め
の
式（
本
庁
、消
防
）

　
　
29
日
　
年
末
特
別
警
戒
巡
視（
西
土
佐
地
域
）

　
　
30
日
　
年
末
特
別
警
戒
巡
視（
中
村
地
域
）

1
月
2
日
　
新
春
は
し
り
ぞ
め

　
　
3
日
　
第
21
回
四
万
十
市
成
人
式（
西
土
佐
、中
村
）

　
　
5
日
　
幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
初
市
式
典
、仕

事
始
め
の
式

　
　
6
日
　
中
村
商
工
会
議
所
　
新
年
互
礼
会

　
　
9
日
　
高
知
県
建
設
業
協
会
　
中
村
支
部
　
新
年

安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
　（
株
）高
知
放
送
か
ら
の
避
難
所
用
ラ
ジ
オ

寄
贈
式

　
　
10
日
　
第
7
回
四
万
十
旗
争
奪
小
学
生
野
球
大
会

　
開
会
式

　
　
　
　
　（
一
社
）中
村
青
年
会
議
所
　
新
年
賀
詞
交

歓
会

　
　
11
日
　
四
万
十
市
消
防
出
初
式

　
　
13
日
　
小
学
校
新
一
年
生
啓
発
学
用
品
寄
贈
式

　
　
　
　
　
し
ま
ん
と
川
来
た
や
協
同
組
合
　
事
務
所

開
き
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12
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月
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市
長
日
誌

　今年は厳しい寒さの年明けとなりました。私の初公務は、1月2日に開催された「新春はしりぞ

め」でした。雪混じりの雨が降るあいにくの天候でしたが、435名の皆さまとともに無事に完走す

ることができました。多くの子どもたちの力強い走りに、私自身もたくさんの元気をもらい、すが

すがしい気持ちで一年をスタートすることができました。　

　続く1月3日には、午前中に西土佐地域、午後からは中村地域の成人式に出席いたしました。両会

場あわせて234名の皆さまの門出を直接お祝いできましたこと、大変うれしく存じます。二十歳の

節目を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。また、これまで深い愛情をもってはぐくん

でこられたご家族や保護者の皆さま、恩師、そして地域の皆さまに対し、深く敬意を表します。今

年二十歳となった皆さまは、青春時代の活動が制限され、悔しい思いをされた時期もあったかと

思います。しかし、その困難を乗り越えた皆さまは、誰よりも「変化に適応し、他者の痛みに寄り添

える世代」です。予期せぬ事態にどう向き合うか。その葛藤の経験は、これからの長い人生におい

て何物にも代えがたい大きな力となるはずです。「感謝の気持ち」と「つながり」を大切に、夢に向

かって挑戦してください。皆さまの未来が希望と実りに満ちあふれたものとなるよう、心よりお

祈り申し上げます。四万十市も皆さまに負けぬよう、共に歩みを進めてまいります。　

　さて、昨年末の12月24日、熊本県阿蘇市において、阿蘇市・八代市・四万十市の3市を中核とする

全国の自治体と、崇城大学IoT・AIセンター（熊本市）が連携した「自治体連携プラットフォーム」構

築事業の記者発表を行いました。この事業は、各自治体が持つ課題解決の事例やノウハウ、地域資

源などの情報を集約し、AI（人工知能）技術を用いて可視化することで、解決コストの低減や新し

い価値の創造につなげることを目的としています。 行政だけでは対応しきれない複雑な社会課

題に対し、企業、教育・金融機関、そして住民の皆さまが連携・

協働して解決に取り組む「地域共創社会」の実現。これは人口

減少に直面する地方自治体にとって、極めて重要な一歩とな

ります。もはや隣町と競い合うのではなく、手を取り合い、知

恵を共有することこそが持続可能な成長への鍵です。近隣市

町村はもちろん、全国の自治体との連携を深め、四万十市のさ

らなる活性化につなげてまいります。　

　まだまだ寒い日が続きます。皆さまにおかれましては、くれ

ぐれもご自愛ください。

市長
通信

vo l .3
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幡多広域消費生活センター便り

～賃貸住宅の「原状回復」のトラブルに注意！～

　賃貸住宅を退去する際、キズや汚れ等を借主と貸主のどちらが修繕しなければならないのかと
いった原状回復費用の負担に関する相談や、原状回復費用として敷金が返金されない、敷金を上回る
金額を請求されたという相談が寄せられています。

【事例】
　・退去時ペットが傷をつけたと言われクロスの張り替え費用を請求された。ペットが付けた傷かは
　　分からず納得できない。
　・「退去時のルームクリーニング代は不要」と言われていたが、退去時に請求された。
　・10年以上住んだアパートの退去時、クロスの張り替え等高額な原状回復費を請求された。

【アドバイス】
　・賃貸住宅の契約時は、契約内容や特約を確認して分からない事は説明してもらい、退去時まで契
　　約書を保管しましょう。
　・入居時と退去時に、貸主と傷や汚れがないか、備え付けの設備に問題がないかを確認し、内容をメ
　　モしたり、写真を撮る等記録に残しましょう。
　・原状回復について納得できない費用を請求された場合は、国土交通省の「原状回復をめぐるトラ
　　ブルとガイドライン」を参考に、貸主に説明を求め話し合いましょう。
　　一般的なルール：借主は、賃貸物件の「原状回復義務」を負う。「通常損耗」「経年劣化」「借主に責   
　　　　　　　　　任がない損傷」は、原状回復費に含まれない。
　　※一般的なルールと異なる条件を契約で定めている場合があります。
　・不安なときや、困った時はすぐに消費生活センターに相談してください。

※幡多広域消費生活センターでは、出前講座（無料）による啓発活動を実施しています。

し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

防犯
メモ

　2月から3月にかけては、「還付金があります」「医療費の払い戻しが受けられます」
といった“還付金詐欺”の電話が多くなります。

　犯人は、市役所職員や保険組合、銀行員などを名乗り、「ATMで手続きできます」「口

座を確認するだけです」など、言葉巧みにATMへ誘導します。

　ATMでお金が戻ることは絶対にありません。もし、少しでも「おかしいな？」と思っ

たらすぐに電話を切り、家族や警察に相談しましょう。

問い合わせ先　中村地区地域安全協会（中村警察署内）　☎（34）0110

　　　　　　　警察相談電話 ＃9110（携帯電話からも可）

還付金詐欺にご注意！

幡多広域消費生活センター

<相談受付〉月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く。）9：00～12：00 / 13：00～17：00
〒787-0012　四万十市右山五月町８番13号（アピアさつき２階駐車場西側）

☎(34)8805　FAX (34)8809　消費者ホットライン ☎188
syouhi@hata-kouiki.jp

国土交通省
「原状回復をめぐる
トラブルとガイドライン」
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市立墓地（城北霊園）永代使用の希望者募集について

申 込 対 象 者

市立墓地の場所

募 集 区 画 数

永代使用料および

管 理 手 数 料

使 用 期 間

申 込 受 付 期 間

申 込 書

申 込 方 法 等

そ の 他 の 条 件

抽 選・説 明 会

問 い 合 わ せ

申 　 込 　 先

○市内に住所または本籍を有する方

※既に市立墓地の使用許可を受けている世帯に属する方は対象外

（市外在住者は、墓地使用に関する一切の事項を処理する市内在住の代理人の選定が必要）

※許可の日から3年以内に墓碑または工作物を建立することが見込まれること

○四万十市中村丸の内2399-2他

○6区画　使用区画：6区画（区画番号：111、124、258、340、378、403）

※霊園入口に区画表示板を設置しています。事前に現地をご確認のうえお申し込みください。

○永代使用料…450,000円　※貸付時に一括で納付していただきます。

○管理手数料…3,300円／年

貸付日から永年（使用者の承継が必要）

2月2日（月）～18日（水）19時必着（土・日・祝日を除く。）

下記窓口で配布しているほか市公式ホームページからもダウンロード可能

（郵送による請求の場合は、あて先を明記した返信用封筒（110円切手貼付）を同封して本庁市民

人権課市民係まで請求してください。）

○墓地使用申込書の提出（郵送可）または申込フォームよりお申し込みください。

○希望区画ごとに抽選を行い、区画ごとに当選者を決定します。（決定は1世帯につき1区画）

市立墓地の使用にあたっては、市が規定する条例および規則により一定の制限があります。

2月20日（金）13時30分～　場所　市役所3階 防災対策室

※抽選者は申込者および申込者に委任（要委任状）された方のみ

本庁市民・人権課　市民係（霊園担当）　☎（34）1113　FAX（34）3302

　〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10

支所西土佐住民分室　☎（52）1112
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四万十市立城北霊園区画図

　地域や家に残された古い文書や書物、掛け軸などの美術品の保存方法や取り扱い方について、スライ

ドと実演を織り交ぜながらわかりやすく紹介します。

▶日時　2月22日（日）14時～15時30分　　▶場所　四万十市立武道館　会議室
▶定員　先着30名　　▶講師　田井東 浩平（高知県立高知城歴史博物館学芸員）
▶主催　高知県立高知城歴史博物館　　▶共催　四万十市教育委員会
▶申込開始日時　2月1日（日）9時　　▶申込方法　電話

問い合わせ・申込先　高知県立高知城歴史博物館

　　　　　　　　　 ☎088（871）1600　FAX  088（871）1619

　地域や家に残された古い文書や書物、掛け軸などの美術品の保存方法や取り扱い方について、スライ

ドと実演を織り交ぜながらわかりやすく紹介します。

▶日時　2月22日（日）14時～15時30分　　▶場所　四万十市立武道館　会議室
▶定員　先着30名　　▶講師　田井東 浩平（高知県立高知城歴史博物館学芸員）
▶主催　高知県立高知城歴史博物館　　▶共催　四万十市教育委員会
▶申込開始日時　2月1日（日）9時　　▶申込方法　電話

問い合わせ・申込先　高知県立高知城歴史博物館

　　　　　　　　　 ☎088（871）1600　FAX  088（871）1619

・

市公式
ホームページ
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男女共同参画推進講座
『お片付け講座』

　お片付けの基本を学びませんか？暮らしが整う

ヒントが満載です。

▶日時　①2月28日（土）13時30分～15時30分
　　　　②3月7日（土）13時30分～15時30分

▶場所　①しまんとぴあ ミーティングルーム1･2
　　　　②西土佐総合支所2階大会議室

▶演題　①心と暮らしを軽くするお片付け講座
　　　　②書類整理の基本講座

▶対象者　市内に居住または勤務している方
▶定員　各先着30名
▶講師　西野 ナミ（整理収納アドバイザー）
▶その他　可能な方は自宅の片づけたい場所の写
　　　　　真をご持参ください。

　　　　　（具体的なアドバイスができます。）

▶受講料　無料
▶申込方法　窓口、電話、申込フォーム

問い合わせ先

市生涯学習課　人権教育係

　☎(34）6299

　中国の春節（旧正月）をご存知ですか？

　中国出身の国際交流員が春節について、ミニ講座

を行います。中国の春節では定番の切り絵や投壺

ゲームも体験できます！

　子どもから大人まで、楽しく中国文化に触れてみ

ませんか？ぜひご参加ください。

▶日時　2月14日（土）10時～11時30分
▶会場　市役所3階303～305会議室
▶定員　先着24名　　▶参加費　無料
▶持ち物　はさみ
▶申込期間　2月9日（月）～12日（木）
▶申込方法　電話、申込フォーム

問い合わせ・申込先

市企画広報課　広報広聴係

　☎（34）1810

　9時～17時

　※12時～13時、祝日を除く。

中国出身の国際交流員が中国の春節
を体験できる講座を開催します

令和7年度四万十市手話講座
～手話を知ろう・やってみよう～

　聴覚障害者が日常生活で困っていることや聴覚

障害者と接するときに気をつけることなど、講師

自身の体験談を交えた講義や日常生活で役立つ簡

単な手話が学べます。

▶日時　2月20日（金）18時30分～20時
▶場所　しまんとぴあ ミーティングルーム3
▶定員　15名程度
▶申込期限　2月17日（火）
▶申込方法　電話、FAX、メール
※申込時に①氏名②住所③連絡先をお知らせくだ

　さい。

※メールの題名は「手話講座申込み」としてくださ

　い。受付の返信メールが届かない方は、電話また

　はFAXでご連絡ください。

問い合わせ・申込先

　市福祉事務所　社会福祉係

　☎（34）1120　FAX（34）1880

　　 fukusi@city.shimanto.lg.jp

幸徳秋水研究会

坂本清馬を支えた地元の人々

▶日時　2月8日（日）13時30分～15時
▶場所　しまんとぴあ ミーティングルーム4

人権100年の歴史

▶日時　3月8日（日）13時30分～15時
▶場所　しまんとぴあ ミーティングルーム4

問い合わせ先

　幸徳秋水を顕彰する会（田中）

　☎090-6827-9129

市公式
ホームページ

申込フォーム
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　古民家で餅つきや恋のジェスチャーゲームなど

を楽しんだり、温かい鍋を食べたりしながら交流し

ませんか？

▶日時　3月14日(土)13時30分～16時
▶場所　四万十市内（参加者に後日お知らせ）
▶対象　概ね25歳～45歳の独身男女
▶定員　男女各10名程度
▶参加費　2,000円
▶申込期限　3月7日(土)
▶申込方法　電話、申込フォーム

問い合わせ・申込先

四万十市結婚支援センター

　しまんとマリッジ

　☎（34）8915

　☎090-5096-4355

もちもち♡縁結び博物館企画展『昭和の暮らし』

　郷土博物館では、企画展「昭和の暮らし」を開催

します。地域における昭和時代の出来事や文化を

当時の資料や年表を通して振り返ります。

▶期間　1月31日（土）～5月12日（火）
▶場所　郷土博物館　3階展示室
▶開館時間　9時～17時（入館は16時30分まで）
※水曜は休館日（臨時休館する場合があります。）

※詳細はお問い合わせください。

問い合わせ先

四万十市郷土博物館

　☎・ FAX  （35）4096

申込フォーム しまんとマリッジ
ホームページ

市公式
ホームページ

会　場開催日時行事名

しまんとぴあ

しまんとホール

しまんとぴあ

しまんとホール

入場料

500円

1,000円

2月14日（土）

開演16時　終了18時30分

2月28日（土）

開演15時　終了18時

問い合わせ先 市生涯学習課　社会教育振興係　☎（34）7311　 FAX（35）4260

主催：四万十市教育委員会

舞台芸術

舞台芸術

Youthダンス発表会

～GIFT（ギフト）～

リズム

ふれあい教室（絵画）弁護士による無料法律相談

　弁護士による無料法律相談を行います。相談は事前予約制です。

▶日時　2月2日（月）、16日（月）、3月2日（月）、16日（月）13時30分～15時30分
　　　　　※要事前申込

　　　　　※相談時間は1人あたり30分

▶場所　四万十市社会福祉センター　　�▶対象者　原則四万十市在住の方
▶申込方法　電話

問い合わせ・申込先 四万十市社会福祉協議会　☎（35）3011　 FAX（35）5241
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ふれあい教室（絵画）第2回「ケイオン・ダンスフェスしまんと」開催！

　幡多地域等の文化的活動の活性化や魅力の向上を目的に、幡多地域および四万十町のダンスや

軽音楽を楽しむ高校生が一堂に会する形で成果の発表や交流できる場として、「ケイオン・ダンス

フェスしまんと」を開催します！

　誰でも自由に観覧できますので、高校生が繰り広げる軽音楽とダンスの祭典に、ぜひともご来場

ください！

※開催内容や出演者については、市公式ホームページで

　随時更新します。

▶日時　2月15日（日）11時～17時30分（予定）
▶場所　しまんとぴあ りぐるホール　　
▶入場料　無料
▶主催　四万十市、
　　　　ケイオン・ダンスフェスしまんと実行委員会

▶共催　高知県高等学校軽音楽連盟
▶後援　高知県高等学校文化連盟

問い合わせ先

　市企画広報課

　シティプロモーション推進係

　☎（34）9010
市公式

ホームページ

ふれあい教室（絵画）NHKのど自慢

▶日時　4月19日（日）開演11時50分　終演予定13時20分
▶場所　しまんとぴあ しまんとホール　　
▶出演者（ゲスト）　長山 洋子、真田 ナオキ
▶観覧料　無料（全席指定）
▶観覧申込締切　3月22日（日）23時59分
▶観覧申込方法　NHKのど自慢観覧申込サイト
　　　　　　　　※電話や郵便はがきでの申し込みはできません。

問い合わせ先　市生涯学習課　社会教育振興係　☎（34）7311

NHKホームページ
（観覧・出場申込）

▶日時　4月18日（土）12時～
　　　　結果発表17時30分頃予定（当日発表）

▶場所　しまんとぴあ しまんとホール　　
▶出場申込締切　3月15日（日）23時59分
▶出場申込方法 NHKのど自慢出場申込サイト

　　　　　　　　※電話や郵便はがきでの申し込みはできません。

NHKのど自慢予選会（出場者募集）
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スポーツや文化、芸術等の生涯学習活動全般で、体育施設および校舎が利用できます。中村地域の上半期の

利用申込を受け付けますので、希望団体は、下記のとおりお申し込みください。

※西土佐地域については、利用団体に西土佐教育分室より年度末にご連絡します。

▶開放施設　体育館・武道場・運動場・校舎　※対象校の中止や変更を行う場合があります。
▶利用期間　4月1日～9月30日
▶申込期間　2月2日（月）～13日（金）　　▶申込方法　窓口、郵送、メール、FAX
※申請書は、生涯学習課で配布のほか、市公式ホームページからもダウンロードできます。

※利用希望が重複した場合は調整を行います。

問い合わせ・申込先

　＜郵送先＞　〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10

　＜スポーツ目的での利用＞　　市生涯学習課　スポーツ振興係　☎（34）0750 FAX（35）4260

　　　　　　　　　　　　　　　　sport@city.shimanto.lg.jp
　＜文化・芸術目的での利用＞　 市生涯学習課　社会教育振興係　☎（34）7311　FAX（35）4260

　　　　　　　　　　　　　　　　culture@city.shimanto.lg.jp

市公式
ホームページ

12月2日、全国大会等で優秀な成績を収めた中村高校の

西内尊さん、山本花乃さん、植村徠登さんの3名が市長表敬

に訪れました。

　表敬訪問では、それぞれの現状の活動の説明や今後の抱

負、「次のレベルの大会でも優勝を目指したい」「競技の普

及につながるような活動をしたい」などの意気込みを語っ

てくれました。

　3名のうち1名は国際大会も控えており、皆さんの今後の

ご活躍を期待しています！

表敬訪問された3名の成績は以下のとおりです。　※敬称略

・西内尊（1年生）…第56回Ｕ16陸上競技大会　走り高跳び　優勝

・山本花乃（3年生）…下八川圭祐記念第49回高知音楽コンクール クラリネット　優勝

・植村徠登（3年生）…全国高等学校ダンスドリル選手権大会2025　個人出場（国際大会進出）

市では、要介護認定・要支援認定を受けた後にサービスを利用できる四万十市内の事業所

を一覧でまとめています。

　12月に事業者が新たに追加されたため、事業所一覧を更新しました。

　ぜひ、この機会に介護保険サービスをご確認いただき、使ってみたいサービス等がありま

したら事業所または地域包括支援センターにご相談ください。

問い合わせ先　地域包括支援センター ＜中村地域＞　　市高齢者支援課内　☎（34）0170

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜西土佐地域＞　保健センター内　　 ☎（52）1000

市公式
ホームページ
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子育て応援ひろば子育て応援ひろば子育て応援ひろば 子育て応援ひろば
ホームページ

時間

10：00～11：30

10：00～11：30

10：00～11：30

14：00～16：00

10：00～11：30

11：00～11：20

9：30～11：30

9：30～11：30

個別通知

9：50～11：30

10：00～11：00

10：00～11：00

個別通知

11：00～12：00

10：00～11：00

10：00～10：10

10：00～11：00

個別通知

10：00～12：00

11：00～11：20

15：00～17：30

9：30～11：30

10：00～11：00

個別通知

10：00～11：30

11：00～11：20

14：00～16：00

イベント名

豆まき

豆まき

手形足形をとろう

ピアサポーター相談

手形足形をとろう

ぴよっこタイム(ふれあい体操)

ピアサポーター相談

ピアサポーター相談

1歳9か月児健診

妊婦教室

親子ヨガ

ねんねアート(バレンタイン)

3歳児健診

四万十子ども食堂

助産師・離乳食・歯科相談

絵本の読み聞かせ

ぽっぽの広場(離乳食講習会)

3か月児・7か月児健診

ホッとわらおう

ぴよっこタイム(ふれあい体操)

うしろがわkids子ども食堂

ピアサポーター相談

ピヨピヨアート

7か月児・10か月児健診

お誕生会

ぴよっこタイム(ふれあい体操)

ピアサポーター相談

場所

ぽっぽ

ぽっぽ

ぽっぽ

ぽっぽ

ぽっぽ

ぴよっこ

ぽっぽ

ぽっぽ

旧東中筋中学校

ぽっぽ

ぽっぽ

ぴよっこ

旧東中筋中学校

一条の里

ぽっぽ

ぴよっこ

ぽっぽ

旧東中筋中学校

とことこ

ぴよっこ

岩田132-1

ぽっぽ

ぴよっこ

旧東中筋中学校

ぽっぽ

ぴよっこ

ぽっぽ

備考対象

申込

イベントについての問い合わせ・申込先は子育て応援ひろばホームページをご確認ください。

月日

2月2日(月)

2月3日(火)

2月5日(木)

2月6日(金)

2月9日(月)

2月10日(火)

2月12日(木)

2月13日(金)

2月14日(土)

2月16日(月)

2月18日(水)

2月19日(木)

2月20日(金)

2月22日(日)

2月24日(火)

2月25日(水)

2月26日(木)

2月27日(金)

申込

申込

申込

森沢の風景にかくされた謎を解け！『まちなか探偵団』開催

　森沢地区で風景に隠された「謎」を追う、探偵目線のまちあるきを行います。探偵手帳と

インスタントカメラ（貸出）を持って、見慣れた景色の新たな魅力を見つけてみませんか？

▶日時　3月8日（日）13時30分～16時30分　　
▶集合場所　森沢集会所　　▶定員　先着15名
▶対象者　小学3年生～高校3年生　※小学生は保護者同伴　　
▶講師　北山 めぐみ（高知工業高等専門学校）
▶申込期間　2月25日（水）～3月5日（木）
▶申込方法　申込フォーム

問い合わせ先 市生涯学習課　市史編さん室　☎（34）7312
市公式

ホームページ
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令和7年度物価高対応子育て応援手当を支給します

令和7年度物価高対応子育て応援手当は、児童手当を受給している世帯に対し、子ども1名につき2万円を

支給するものです。

■対象者

　原則①～③のいずれかの要件を満たす方

　①令和7年9月分の児童手当受給者（令和7年9月に出生した児童については令和7年10月分の児童手当受

　　給者）

　②令和7年10月1日から令和8年3月31日までに出生した児童の児童手当受給者

　③令和7年10月1日から令和8年3月31日までに離婚等により新たに児童手当の受給者になった方

■支給額 対象児童1名につき2万円

■申請方法 原則申請不要です。ただし、以下の方は申請が必要です。

　　　　　　①公務員（所属庁から児童手当を受給している方）

　　　　　　②令和8年2月以降に児童手当の認定請求を行う方

　　　　　　　※令和8年1月末までに四万十市に対し児童手当の認定請求を行った方には2月中旬までに   

　　　　　　　 案内文書を送付しますので、申請は不要です。

■申請期間（対象者のみ） 2月2日（月）～3月31日（火）

　※申請期間中に出生した新生児を養育する方の申請期限については、詳細が決まり次第、市公式ホーム　

　　ページ等でお知らせします。

問い合わせ・申請先 本庁 子育て支援課　支援係　☎（34）1801 FAX（34）9003

　　　　　　　　　 支所 西土佐保健分室　　　　☎（52）1132 FAX（52）1024

注意事項

　令和7年9月分受給者で令和7年9月30日時点に四万十市以外で住民登録がある方は
令和7年9月30日時点に住民登録のある市町村から支給されます。対象の市町村にお
問い合わせください。

具同保育所落成記念式典開催！

12月21日、令和5年度より工事を行っていた具同保育所の園舎・園庭整備の完成を記念して、落成記念式

典を開催しました。

　式典には、たくさんの来賓の方々や地域の皆さんが参加され、お菓子投げやおもち投げ等のイベントも

楽しんでいただき会場は大盛況となりました。

　具同保育所は今後も地域の保育所として子供たちにより良い保育を提供していきます。
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保健カレンダー

子宮頸がん検診・乳がん検診2月 7日（土） 市立武道館全地区（未受診者）9：00～11：30

場所該当地区事業名月日（曜） 時間

1 年に 1度は健診を～健康は自分で～

※2月6日までの計画については、広報1月号P17に掲載しています。

がん検診はお済みですか～まだ受けていない方へ～

各種がん検診 特定健診 四万十市けんしん
予約サイト

問い合わせ先

本庁健康推進課　☎（34）1115

支所西土佐保健分室　☎（52）1132

問い合わせ・申込先 高知県総合保健協会　☎088（831）4351

　　　　　　　　 8時30分～16時30分　※11時30分～12時30分を除く。

　令和7年度のがん検診をまだ受けていない方を対象に、検診を実施します。

　今年度最後の検診となりますので、ぜひこの機会に受診してください。なお、受診には事前申込が必要

となります。

▶日時　2月28日（土）8時30分～10時30分
▶会場　幡多健診センター（宿毛市山奈町芳奈3-9）
　　　　※上記の会場以外の検診日程等は「こうちがんサポネット」をご覧ください。

▶検診の種類・対象者・料金（年齢は令和8年3月31日時点）

▶申込期限　2月6日（金）　※定員に達し次第受付終了
▶申込方法　電話　※通常の市町村がん検診と申込先が異なります。

こうちがん
サポネット

※子宮頸がん検診・乳がん検診は令和6年度と令和7年度の2年間未受診の方が対象

種類

結核・肺がん検診

(胸部レントゲン)

大腸がん検診

胃がん検診(バリウム検査）

子宮頸がん検診

乳がん検診

対象者　※令和7年度未受診者

40～64歳

65歳以上

40歳以上

50歳以上

20歳以上の女性

40～49歳の女性

50歳以上の女性

検診料金

300円

無料

300円

1,100円

800円

900円

800円

健康診査の受診はお済みですか？

　40歳以上の国民健康保険被保険者と後期高齢者医療保険被保険者は、年に1回無料で健康診

査を受けることができます。3月末まで医療機関で受診できますので、ぜひ受診ください。

　受診には受診券と問診票が必要になります。お持ちでない方はお問い合わせください。
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令和8年度健康診査・各種がん検診の事前申込が始まります

　2月1日より令和8年度健康診査・各種がん検診の事前申込を開始します。健康診査・各種がん検診の受

診には事前申込が必要ですので、希望する方は必ず事前にお申し込みください。

■対象者　四万十市に住民票がある方で、国民健康保険被保険者、後期高齢者医療被保険者、社会保険等

　　　　　の被扶養者（扶養に入っている方）、職場で受ける機会がない方、生活保護受給者

　　　　　※生活保護受給者は申請により無料で受診できます。

令和 8年度より胃がんバリウム検診の受診間隔が
「2年に 1回」へ変更に！！

① 四万十市けんしん予約サイト（インターネット）での申込

パソコンやスマホ、タブレット等で健診・検診の申込ができます。

※初めて予約サイトを利用する際はアカウント登録が必要となります。

② 申込書での申込（四万十市けんしん予約サイトでの予約が難しい方）

四万十市けんしん予約サイトでの健康診査・各種がん検診の申込方法

1. 四万十市けんしん予約サイトにアクセスし、ログイン

2. 希望する健康診査・がん検診を選択する

3. 希望する会場と日時を選択して予約

4. 申込完了後、登録したメールアドレスに受付確認メールが届く

　市が実施する胃がんバリウム検診について、国の指針の改正に合わせ、受診間隔が「2年に1回」

に変更となります。

　令和7年度に胃がん検診（胃内視鏡検査および胃バリウム検査）を受診された方は、令和8年度

は受診できませんのでご注意ください。

　検診は症状がない方が対象です。症状が見られる方は、早めに医療機関へご相談ください。

問い合わせ先 本庁健康推進課　健康増進係　☎（34）1115

　　　　　　　支所西土佐保健分室　保健係　☎（52）1132

問い合わせ先 本庁健康推進課　健康増進係　☎（34）1115　FAX（34）0567

　　　　　　　支所西土佐保健分室　保健係　☎（52）1132　FAX（52）2124

申込方法（受付開始：2月1日～）

四万十市けんしん
予約サイト

四万十市けんしん
予約サイト
操作マニュアル

2月に各世帯に配布する申込書を(1)または(2)のいずれかにご提出ください。

　(1) 市内郵便局窓口（郵送・FAX不可）

　(2) 本庁健康推進課または支所西土佐保健分室の窓口（郵送・FAX可）

　※申込書は本庁健康推進課および支所西土佐保健分室でも配布しています。

メリット1メリット1

好きな時間が

選べる！

メリット2メリット2

申し込みは

数分！
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定期相談所

行政相談所
市総務課

☎（34）1804

栄養管理における市民病院の取り組み

問い合わせ先　市民病院　☎（34）2126

　病気療養では、栄養状態を良好に保つことが重要であり、栄養状態が悪いとどんなに治療を

行っても良好な効果を期待することができません。また、摂取する栄養が不足していたり偏った

りしていると、病気と闘う力や回復する力を養うことができないため、バランスよく栄養を摂取

することが大切です。

　市民病院では、食事が十分にとれない患者さんのベッドサイドに管理栄養士が訪問して嗜好や

希望などを聞き取り、摂食嚥下状態なども考慮しながら可能な範囲で個人対応をするなど、提供

する食事が療養やリハビリの支えとなるよう、限られた中で給食委

託会社とともにさまざまな努力や工夫をしています。また、必要な

患者さんには入院・外来ともに管理栄養士による栄養食事指導も

行っており、少しでも病識を高めていただけるよう必要な情報を提

供し、行動変容できるような目標を一緒に考えています。

　しまんとSiXsでは、市内事業者の経営力強化のため、さまざまな相談や支援を行っています。事業

者向けに3つの無料診断を開始しましたので、ぜひお気軽にお越しください！

▶診断内容　・売上拡大（事業可能性）診断
　　　　　　・10年後事業持続度診断

　　　　　　・人手不足解消診断

　　　　　　※いずれか一つの相談でも大丈夫です。

問い合わせ先　しまんとSiXs（中・坂井）

　　　　　　　☎（34）8182　　 info@sixs.jp

～事業者向け無料診断を始めました～

しまんとSiXsで事業について相談をしませんか？
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しまんとぴあだよりしまんとぴあだより
令和 8年

月2

日時　2月22日（日）①10時～　②14時～

　　　※各回30分前開場

　　　※上映時間59分

場所　しまんとぴあ しまんとホール

　　　※ホール内飲食禁止　　

料金【全席指定・税込】　※3歳以上有料

　　　一般500円、友の会プレミアム会員400円

販売方法・場所　窓口、電話、よって西土佐、

　　　　　　　 フジグラン四万十、サニーマート清水店、

　　　　　　　 ワコールショップありす

しまんとぴあシネマ倶楽部
『えいが それいけ！アンパンマン　チャポンのヒーロー！』

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

暁星

かえる生活

教養としての「債券」

グロリアソサエテ

「自分が嫌い病」の子どもたち 

その仕事、AIには無理です。

成瀬は都を駆け抜ける

蜂蜜パイ

湊　かなえ

群　ようこ

田渕　直也

朝井　まかて

成重　竜一郎

高木　裕仁

宮島　未奈

村上　春樹

あそんでまなぶはじめてのきせつえほん

西遊記　17 

月夜のチョッコラータ

ふしぎな図書館と魔物の館

まてまて、ごめん。

みえないおしごと

ゆきのひのさんぽ

わたしは書体デザイナー

柊原　礼士

呉　承恩

松倉　香子

廣嶋　玲子

早川　世詩男

とくなが　けい

とりごえ　まり

高田　裕美

★
休
館
日
の
案
内
★

　
２
月
27
日（
金
）　
館
内
整
理
日

★
西
土
佐
分
館
休
館
の
お
知
ら
せ
★

　
　
蔵
書
点
検
の
た
め
、分
館
は
2
月
26
日（
木
）と
27
日（
金
）の
2
日
間

　
休
館
し
ま
す
。休
館
中
の
本
・
雑
誌
の
返
却
は
、図
書
館
外
の
返
却
ポ
ス

　
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、D
V
D
・
ビ
デ
オ
・
紙
芝
居
・
他
館
か
ら

　
借
り
た
本
は
、破
損
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、2
月
28
日（
土
）以
降
に
直

　
接
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

★
大
人
の
た
め
の
名
作
映
画
上
映
会
★

　『
蝉
し
ぐ
れ
』

　
・
日
時
　
2
月
21
日（
土
）13
時
30
分
〜（
開
場
13
時
15
分
）

　
・
場
所
　
市
役
所
3
階
防
災
対
策
室
　
　
・
対
象
　
高
校
生
以
上

　
・
参
加
費
　
無
料
　
　
・
定
員
　
25
名
程
度
　
　
・
申
込
　
不
要

※
詳
し
く
は
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
最
新
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00

新着おすすめ8+8

新着図書（227冊）

問
い
合
わ
せ
先  

市
立
図
書
館
　
☎（
3
5
）2
9
2
3

　1回目の10時からの回は、赤ちゃんが泣いたり、子どもが騒いだりしても大丈夫な【こども

ファースト上映会】です。ぜひご家族でお越しください！

しまんとぴあ
ホームページ
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教
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健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



お
誕
生

お
誕
生

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

福
原
 

侑
依

深
木
 

彩
央

安
田
 

絃
華

　
岡
 

瑠
璃

堀
田
 

彩
乃

北
本
 

蓮

上
岡
 

愛
茉

川
嶋
 

碧
央

う
い

あ
お

い
と
は

る
り

あ
や
の

れ
ん

え
ま

あ
お

広
大

敏
秀

和
樹

航
兵

将
平

海透健
佑

（
令
和
8
・
1
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
令
和
8
・
1
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
大
橋
通

右
山
五
月
町

右
山
天
神
町

具

同

具

同

渡

川

楠

島

西
土
佐
江
川

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
方
が

希
望
さ
れ
た
場
合
に
掲
載
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課

（
３
４
）

１
１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

ご
冥
福
を

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
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お
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り
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ま
す

中
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通

中
村
東
町

右
山
元
町

駅

前

町

角

崎

中

村

中
村
岩
崎
町

右

山

佐

岡

入

田

具

同

具

同

具

同

楠

島

有

岡

坂

本

実

崎

実

崎

間

崎

鍋

島

平

野
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所

氏
　
　  

名

平
石
 

知
良

杉
本
 

晴
野

遠
近
 

喜
美
子

遠
近
 

喜
美
子

中
内
 

温
子

野
中
 

久
枝

東
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九
十
九

安
岡
 

幸
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女

西
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文
尾
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矩
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山
下
 

常
盤
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雄
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野
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美
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松
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昇

田
中
 

計
子

田
中
 

幸

刈
谷
 

清

池
本
 

清
志

山
本
 

ま
ち

蕨

岡

甲

口

鴨

川

手

洗

川

片

魚

西
土
佐
玖
木

西
土
佐
津
賀

西
土
佐
西
ケ
方

福
本
 

馬
惠

宮
本
 

美
喜
惠

佐
野
 

早
苗

遠
山
 

包
子

松
田
 

久
惠

柴
 

一
正

井
上
 

久
子

939595819074 87 

年
　
齢

　「
悪
意
」を
も
っ
て
差
別
す
る
。ま
た
は「
無
自
覚
」に
差
別
す
る
。

圧
倒
的
に
無
自
覚
に
差
別
を
す
る
こ
と
が
多
い
。人
は
普
通「
差
別

を
し
て
い
な
い
」と
思
っ
て
生
き
て
い
る
か
ら
、無
自
覚
に
差
別
す

る
。し
か
し
受
け
取
る
側
は
そ
う
で
は
な
い
。ど
ち
ら
に
し
て
も
同

じ
だ
け
心
が
痛
い
。そ
の
こ
と
を
自
覚
で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
、世

の
中
に
氾
濫
す
る
人
権
侵
害
を
見
る
に
、後
者
が
圧
倒
的
に
多
い

の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　
昨
年
10
月
号
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
書
い
た
こ
と
で
読
者

か
ら
意
見
を
頂
い
た
。私
に「
無
自
覚
」で
あ
る
と
指
摘
し
て
く
れ

た
の
だ
。常
に
自
覚
を
も
っ
て
書
い
て
い
る
つ
も
り
が
、読
み
返
し

て
み
る
に
、問
題
意
識
を
欠
い
た
文
章
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。い
つ
も
な
ら
、美
辞
麗
句
を
並
べ
た
て
て
言
い
訳
を
す
る
と
こ

ろ
だ
が
、私
が
発
し
た
言
葉
で
、ひ
と
り
で
も
心
痛
め
る
人
が
い
る

な
ら
ば
、そ
れ
は
り
っ
ぱ
な
人
権
侵
害
だ
。今
は
た
だ
反
省
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　
５
年
前
、こ
の
コ
ラ
ム
で
、私
が
書
い
た
言
葉
が
ブ
ー
メ
ラ
ン
の

よ
う
に
胸
に
突
き
刺
さ
る
。「
世
の
中
の
差
別
を
見
抜
く
こ
と
は
難

し
い
。自
分
の
中
の
差
別
に
気
づ
く
こ
と
は
も
っ
と
難
し
い
。」

四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
　
光
内
真
也

婚活相談窓口を開設しています

ご家族、ご友人からの相談も可能です。
事前にご予約のうえ、ご相談ください。

■毎週火・水・木　12時～20時
■毎週土・日　12時～18時

窓口 しまんとマリッジ　☎090-5096-4355
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　春の暖かい日差しの中、四万十川沿いに1,000万本の菜

の花が咲き誇ります。

　菜の花が見晴らせる場所に、シートやいすを持ち込ん

でゆっくり楽しめるエリアを設定するほか、気軽に遊歩

道散策ができる「ショートカットコース」も設置します。

春のお出掛けにいかがでしょうか？

9：30

9：35

9：40

9：45

9：49

10：00

10：20

10：25

10：30

10：35

10：39

10：50

11：50

11：55

12：00

12：05

12：09

12：20

12：40

12：45

12：50

12：55

12：59

13：10

13：30

13：35

13：40

13：45

13：49

14：00

14：20

14：25

14：30

14：35

14：39

14：50着

15：20発

物産館サンリバー四万十

中村駅

市役所前

新ロイヤルホテル四万十

中村プリンスホテル

会場（入田ヤナギ林）

入田会場14：50着以外は、すべて発車時刻です。（予定につき多少の遅延があります。）

入田会場15：20発便への乗車がない場合は、最終便（青字部分）は運行しません。

時刻表

2月28日（土）・3月1日（日）【菜の花バス時刻表】※無料

停留所

日程

3/1（日）

3/7（土）

3/8（日）

3/14（土）

3/15（日）

イベント内容

地域物産展、しまんと食まつり

ざわめきテント（飲食販売）、防災植物展
示、投網体験、エビタマ作り体験

四万十川PRテント（かわまちづくり関
係(VR)、土石流シアター、降雨体験車）

地域物産展
観光案内所(無人)

地域物産展
観光案内所(無人)

地域物産展
観光案内所(無人)

菜の花ウェディングイベント

地域物産展

観光案内所(無人)

※イベントの内容は、変更になる場合があります。
※イベントに関する最新情報は、四万十市観光協会ホームページ・SNSよりご確認ください。

日程

2/28（土）

イベント内容

地域物産展、しまんと食まつり

菜の花まつりに人を呼び込めプロジェ
クト(中村西中学校１年生)

ざわめきテント（飲食販売）、防災植物展
示、投網体験、エビタマ作り体験

四万十川PRテント（かわまちづくり関
係(VR)、土石流シアター、降雨体験車）

ぶしゅかんサンバダンス
10:00～　具同保育所

菜の花コンサート

11:00～　県立中村中高等学校

13:00～　市立中村中学校

14:00～　市立中村西中学校

20262026年2月2828日[土] － 日[土] － 3月1515日[日日[日] ] 10：00～15：0010：00～15：00
SHIMANTO RIVER FLOWER FESTIVAL 202SHIMANTO RIVER FLOWER FESTIVAL 2026

問い合わせ先 （一社）四万十市観光協会

　　　　　　　☎（35）4171

四万十市観光協会
ホームページ
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30,927
14,668
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人
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人

51
51
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12

△35
△9
△26
△8

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

市民病院

吉井クリニック

吉井クリニック

市民病院

木俵病院

さくらクリニック

市民病院

中村クリニック

市民病院

）

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

水

日

日

月

日

日

日

2月

3月

1

8

11

15

22

23

1

8

15

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）5 0 0 5

☎（ 3 4 ）5 0 0 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）1 2 1 1

☎（ 3 5 ）2 5 5 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）5 1 0 0

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を
変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

本庁 上下水道課　☎（34)1711
支所 産業建設課　☎（52)1114

具同自由ヶ丘団地

中村大橋通４丁目

2月実施の統計調査

労働力調査

問　県統計分析課　☎088（823）9344

救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったときは・・・
高知家の救急医療電話（#7119）をご利用ください。

「広報しまんと」3月号は
2月25日(水)発送予定です
「広報しまんと」3月号は「広報しまんと」3月号は
2月25日(水)発送予定です2月25日(水)発送予定です
「広報しまんと」3月号は
2月25日(水)発送予定です
「広報しまんと」3月号は
2月25日(水)発送予定です
「広報しまんと」3月号は
2月25日(水)発送予定です

広報しまんと（令和8年4月号まで）の有料広告掲載については、
（有）せいぶ印刷工房までご連絡ください。  ☎（37）2000
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